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株式会社カネボウ化粧品 

全く新しい美白作用メカニズム「チロシナーゼタンパク質の成熟阻害」を有する 

新規美白有効成分「マグノリグナン」の高い美白効果を実証 

新規医薬部外品有効成分として厚生労働省の承認を取得 

 

当社・化粧品研究所、基盤技術研究所は、植物に含まれる天然化合物をモデルにした、新

しい美白有効成分「マグノリグナン」（化学構造式＝図１）を、13 年の歳月をかけ開発しま

した。更に、“チロシナーゼタンパク質の成熟阻害”という従来にない新しい美白の作用メ

カニズムと高い美白効果を確認し、この度、新規医薬部外品有効成分として、厚生労働省

の承認を得ました。これにより当社では、同

成分を配合した美白効果の高い医薬部外品ス

キンケア商品を、来春にも商品化する予定で

す。  

また、この研究成果は、当社の目指す「総

合的な美白アプローチ（トータルホワイトニ

ングソリューション：ＴＷＳ）」の鍵となる成

果であり、他の作用メカニズムを持つ成分と

の組み合わせにより、更なる美白効果が期待できる商品開発が可能であると考えています。         

OH

HO

図１「マグノリグナン」の化学構造式 

 

当社の美白研究 

当社では、「総合的な美白アプローチ（トータルホワイトニングソリューション：ＴＷＳ）」

研究として、直接的なメラニン生成抑制だけではなく、メラニン生成に関与する様々なプ

ロセスに着目した総合的な美白研究に取り組んでいます（図２）。 

従来から取り組んでいる美白アプローチとして、①メラニン生成反応を促進する酵素「チ

ロシナーゼ」を直接的に阻害する ②メラノサイト刺激物質（情報伝達物質）を阻害し、

メラノサイトの活性化を遮断することにより、結果的にメラニン生成を抑制する ③メラ

ニンの排泄を促進する作用等について研究開発を進めています。 
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図２ カネボウ化粧品の総合的な美白アプローチ（ＴＷＳ） 



「マグノリグナン」開発の経緯 

当社は、いち早く、植物に含まれる天然化合物の有用性と安全性に関する研究に取り組

み、多くの知見を積み重ね、その結果を化粧品へと応用しています。 

今回、美白素材の探索にあたり、天然化合物と同じ骨格構造を持つ幅広い成分（約 150

種）について、従来の美白アプローチにとらわれることなく、当社独自の美白評価システ

ムによる試験を実施しました。その結果、中でも非常に高いメラニン生成抑制効果を示し

た、「フェノール性二量体」という基本骨格を持つ成分群に着目しました。 

 「フェノール性二量体」は、モクレン科ホオノキ（Magnolia）等の植物に含まれるポリ

フェノールの一種で、マグノロール、ホオノキオール等の化合物が知られています。この

「フェノール性二量体」の構造をもつ「マグノロール」の類似化合物や周辺素材を徹底的

に合成・評価した結果、天然成分「マグノロール」より安全で安定性が高く、美白効果の

高い有効成分「マグノリグナン」の開発に至りました。 

 

「マグノリグナン」に、従来にない美白の作用メカニズムを確認 

今回開発した「マグノリグナン」には、非常に高いメラニン生成抑制効果が確認された

ものの、前記①に相当する酵素「チロシナーゼ」活性阻害試験においては、その効果が認

められず、また、前記②のメラノサイト刺激物質の阻害にも相当しないことがわかりまし

た。このことから、「マグノリグナン」は、従来の美白効果を有する成分とは違う作用メカ

ニズムでメラニン生成を抑制しているという仮説を立て、「マグノリグナン」が「チロシナ

ーゼ」にどのように関与しているかについて試験を重ねました。 

「チロシナーゼ」（＝チロシナーゼタンパク質）は、細胞のＤＮＡからチロシナーゼ生成

情報が転写されたチロシナーゼｍＲＮＡ（チロシナーゼメッセンジャーＲＮＡ）の指示に

基づいて合成されます。その後、構造が立体的に変化して「成熟型チロシナーゼタンパク

質」となり、そこで初めてメラノソーム内へ移行しメラニン生成に関与できる状態となり

ます。 

試験の結果、「マグノリグナン」に、チロシナーゼタンパク質の成熟を阻害する作用があ

ることを確認しました。さらに、メラノソーム内へ移行したチロシナーゼタンパク質の減

少も確認でき、このことから、「マ

グノリグナン」はチロシナーゼタ

ンパク質の成熟を阻害することに

より、チロシナーゼタンパク質の

メラノソーム内への移行を抑え、

メラニン生成に関与するチロシナ

ーゼ量を減少させる作用をもつこ

とがわかりました（図３）。 
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図３ 「マグノリグナン」の作用メカニズム 
「チロシナーゼタンパク質の成熟阻害」 



でもあり、「マグノリグナン」と前記①～③の素材を組み合わせることで、より高い美白効

果への可能性が拡がったと考えています。 

 
「マグノリグナン」の高い美白効果を実証

「マグノリグナン」を配合したスキンケア製品(試験品)の高い美白効果は、以下に示す

有効性確認試験により実証されています。 

 
１．紫外線色素沈着に対する抑制試験 
紫外線により形成された色素沈着に対して、「マグノリグナン」配合製品と無配合製品

を１日３回３週間塗布後、機器による皮膚色測定と医師による診断を実施しました。そ

の結果、「マグノリグナン」配合製品は無配合製品と比較し、有意に高い改善効果を示

しました。 

 
２．シミ（肝斑等）に対する有効性確認試験 
シミ（肝斑等）の色素沈着を有する被験者を対象に、「マグノリグナン」配合製品を１

日２回６ヶ月間塗布した後、機器による皮膚色測定と皮膚科専門医による診断およびア

ンケート調査を行った結果、改善効果を確認することができました(図４)。 

 
 

皮膚色の経時変化（機器測定）
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色素沈着スコアの経時変化（皮膚科専門医による診断）
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 図４ 「マグノリグナン」のシミ（肝斑等）に対する改善効果 
 



３．ユーステスト（顔面実使用試験） 

約 300 名を対象として１日２回１ヶ月間使用したユーステストにおいて、「肌状態の改

善効果があった」との回答が多く得られ、さらに、内 100 名に対する２ヶ月間の追加

試験でも、「肌に透明感がでた」、「肌の色が明るくなった」等の項目について非常に高

い効果を実感できたという評価が得られました。 

 
 これらの有効性確認試験から、「マグノリグナン」配合のスキンケア製品には、シミの濃

さ、大きさ、肌全体の明るさにおいて、それぞれ改善する効果があることが実証されまし

た。 

これらの研究により、当社は「マグノリグナン」について ①従来にない新しい美白の

作用メカニズム「チロシナーゼタンパク質の成熟阻害」と、②非常に高い美白効果が実感

できることを確認し、2005 年に厚生労働省より新規医薬部外品有効成分の承認を得ました。 

当社は、「マグノリグナン」を配合した新たな美白アプローチによる効果実感の高い医薬

部外品スキンケア商品を、来春にも商品化する予定です。 

以 上 

 

 

参考資料 

＜紫外線による色素沈着が発生するしくみ＞ 

 シミのもとになるメラニンは、肌の色素母細胞（メラノサイト）の中の小器官（メラノ

ソーム）内で、成熟型チロシナーゼが働くことにより作られます。メラノソームにメラニ

ンが溜まると、メラノソームごと表皮細胞へ受け渡されます。それらの集合体が、色素沈

着(シミ)という目に見える状態をつくるのです。 

 通常、メラニンは表皮細胞のターンオーバーにより角層まで押し上げられ、最後は自然

にはがれ落ちていきます。 
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